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機構や薬剤反応性を研究するために有用となると考えられる。   
以上のように、1本研究は肺癌の発症や化学療法に深く関連するEGFR遺伝子変異の発癌に  
おける役割の解明と分子標的治療薬に対する耐性克服法の開発に向けて、大きな貢献が期待さ  
れるもので、意義ある研究成果と認めた。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。  
審査概要：   
「主論文の要旨」に不備があることが指摘され、再連出を求めた。   
